
か
ら
こ
そ
な
せ
る
技
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
ス
ポ
ー
ク
形
状
が
、
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
キ
ャ

リ
パ
ー
の
干
渉
を
か
わ
す
上
で
も
考

え
抜
か
れ
た
形
状
で
あ
る
こ
と
に
も

着
目
し
た
い
。

　

機
能
と
デ
ザ
イ
ン
の
両
立
。
ワ
ー

ク
の
こ
だ
わ
り
は
、
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
ホ
イ
ー
ル

ナ
ッ
ト
を
収
め
る
ホ
ー
ル
。
そ
の
縁

の
部
分
は
、
ピ
ン
と
立
っ
た
角
で
は

な
く
、
ご
く
わ
ず
か
に
Ｒ
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
手
間
の
か
か
る
こ
の
仕

上
げ
に
は
、
実
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
ピ
ン
と
立
っ
た
角
で
は
、
先
端
部

分
に
塗
装
が
乗
ら
ず
、
さ
ら
に
は
走

行
中
の
振
動
に
よ
っ
て
塗
装
の
浮
き

が
生
じ
や
す
く
、
腐
食
を
発
生
さ
せ

る
原
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
の
極
小
Ｒ
な
の
で
あ
る
。

誰
も
気
づ
か
な
い
よ
う
な
細
部
に
ま

で
こ
だ
わ
り
を
貫
く
。
そ
れ
が
ワ
ー

ク
と
い
う
メ
ー
カ
ー
だ
。

　

匠
の
技
と
は
、
企
業
の
技
術
や
プ

ラ
イ
ド
を
誇
示
す
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
よ
り
多
く
の
価
値
を
ユ
ー

ザ
ー
に
提
供
す
る
た
め
の
も
の
。

　

ワ
ー
ク
の
ホ
イ
ー
ル
か
ら
は
、
そ

ん
な
強
い
信
念
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く
る
。

グ
ジ
×
ア
ル
フ
ァ 

イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
。
そ
の
先
鋭
的
な

タ
ッ
グ
が
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
今

年
で
創
業
40
年
を
迎
え
る
老
舗
メ
ー

カ
ー「
ワ
ー
ク
」だ
。

　

ワ
ー
ク
と
い
え
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ａ
規

格
の
１
２
０
％
に
相
当
す
る
強
度
を

自
主
基
準
に
し
た
剛
性
の
高
さ
や
、

１
㎜
刻
み
で
イ
ン
セ
ッ
ト
の
指
定
が

で
き
る
２
ピ
ー
ス
ホ
イ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
長
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
マ
ス
タ
ン
グ
Ｒ
が
チ
ョ
イ
ス
し

た「
マ
イ
ス
タ
ー
・
Ｓ
１
Ｒ
」に
も
、
そ

れ
ら
の
強
み
は
存
分
に
活
か
さ
れ
て

い
る
。

　

た
と
え
ば
デ
ィ
ス
ク
面
は
、
中
央

が
す
り
鉢
状
に
奥
ま
っ
て
い
る
コ
ン

ケ
ー
ブ
形
状
と
な
っ
て
い
る
が
、
ス

ポ
ー
ク
の
外
周
近
い
部
分
を
奥
へ
と

大
き
く
湾
曲
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
般

的
に
コ
ン
ケ
ー
ブ
で
は
難
し
い
と
さ

れ
る
深
リ
ム
を
実
現
。
こ
れ
は
、
飛
び

抜
け
た
強
度
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ク
だ

ラ

S1R 2PIECE (ABOVE)
2017年東京オートサロンで発表された新設定サ
イズ20インチ「S1R」は、マイスターブランドの中
で最も長い歴史を持つ「S1」の進化バージョン。
より抑揚のあるフォルムとなった5スポークは、
「伝統」と「革新」を見事に体現。

過酷なモータースポーツの現場で徹底的に鍛え
上げられた「マイスター」ホイール。ホイール名
に備わる「R」の文字には、「レーシング」をはじ
め、「リヴァイバル」「リファレンス」「レボリュ
ーション」といったさまざまな意味が込められ
ている。「伝統」と「革新」という2つの相反する
要素を高い次元で両立させたホイールが今回の
コラボレーションに選ばれたのは、必然とも言
うべき流れだったに違いない。ちなみにMEISTER 
S1R / M1Rの20インチ設定は今年からである。

M1R 2PIECE (LEFT)
シャープで力強く、なおかつエレガント。相反
する2つの魅力をたたえたメッシュデザインは、
車種を選ばず、あらゆるクルマに似合う普遍性
を備える。細部にまでこだわった仕上がりの美
しさは、ワークならではのクオリティ。

MEISTER L1
昨年のSEMAデビューモデル！
　2016年のSEMA SHOWにてMEISTER新作となる3PアイテムのMEISTER L1 3Pをリリースしたワーク。基
本となるデザインはMEISTERブランドに相応しい質実剛健な造形。サーキットトラックからストリー
トまで、あらゆるシチュエーションで遺憾なく存在感を発揮する6スポークデザインとなっている。 

匠の技が築く本物の価値

WORK
MEISTER S1R
                 M1
                 L1

本物×本物のコラボレーションに必要なホイールは、
当然ながら“本物”であることが要求される。
機能・デザイン・強度・耐久性、それら全てにおいて
徹底的なこだわりを貫くワークのホイールは、
掛け値なしに“本物”と呼べる存在だ。
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